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判
例
研
究

一
二
六
　
　
（
一
九
二
〇
）

〔
商
法
　
一

一
六
〕
　
い
わ
ゆ
る
一
人
会
社
に
お
け
る
株
主
の
意
思
と
営
業
譲
渡
に

　
　
　
関
す
る
株
主
総
会
の
特
別
決
議

　
〔
判
示
事
項
〕

　
一
　
い
わ
ゆ
る
一
人
会
社
に
お
い
て
は
、
営
業
譲
渡
に
関
す
る
株
式
総
会
の

特
別
会
議
は
、
実
質
上
右
株
主
一
人
の
決
定
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
置
し
得
る
も

の
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　
二
　
会
社
が
単
に
銀
行
取
引
停
止
処
分
を
受
け
た
と
の
一
事
を
も
つ
て
右
会

社
の
暖
簾
を
全
く
の
無
価
値
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
〔
参
照
条
文
〕

　
商
法
二
四
五
条
、
三
四
三
条
．
二
六
六
条
一
項
五
号

　
〔
事
実
〕

　
被
告
狛
は
研
磨
材
料
等
の
製
造
販
売
を
目
的
と
す
る
訴
外
A
会
社
の
代
表
取

締
役
と
し
て
右
会
社
の
経
営
を
行
つ
て
い
た
と
こ
ろ
、
昭
和
三
八
年
八
月
手
形

不
渡
り
に
よ
り
銀
行
取
引
停
止
処
分
を
受
け
、
同
年
一
〇
月
一
五
目
右
会
社
は

解
散
の
止
む
な
き
に
至
つ
た
。
昭
は
A
会
社
の
事
業
を
承
継
さ
せ
る
目
的
で
、

昭
和
三
八
年
九
月
二
日
研
磨
材
料
等
の
製
造
加
工
を
目
的
と
す
る
B
会
社
を

設
立
し
、
脇
を
代
表
取
締
役
に
就
任
さ
せ
、
L
か
ら
B
会
社
の
対
内
的
対
外
的

な
一
切
の
業
務
執
行
権
限
の
委
任
を
受
け
て
、
事
実
上
会
社
の
経
営
を
行
つ
て

い
た
。
な
お
払
は
A
、
B
両
会
社
の
実
質
上
唯
一
の
株
主
で
あ
る
．
昭
和
三
八

年
九
月
二
七
日
B
会
社
は
A
会
社
か
ら
、
機
械
、
什
器
、
車
両
、
保
証
金
．
商

品
．
暖
簾
等
一
切
を
含
め
て
営
業
全
部
を
譲
受
け
た
。
右
の
う
ち
暖
簾
は
一
五

〇
万
円
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
代
金
は
営
業
権
（
暖
簾
）
譲
受
代
金
名
下

に
昭
和
三
八
年
一
〇
月
四
日
八
○
万
円
、
同
月
九
目
七
〇
万
円
が
支
払
わ
れ
て

い
る
．
と
こ
ろ
が
B
会
社
は
昭
和
四
一
年
四
月
九
日
大
阪
地
方
裁
判
所
に
お
い

て
破
産
宣
告
を
受
け
、
原
告
X
が
破
産
会
社
（
B
会
社
）
の
破
産
管
財
人
に

就
任
し
た
。
X
は
、
狛
、
L
が
右
暖
簾
代
金
一
五
〇
万
円
を
支
払
つ
た
こ
と

は
．
B
会
社
に
お
い
て
商
法
二
四
五
条
、
三
四
三
条
の
株
主
総
会
特
別
決
議
を

経
て
い
な
い
無
効
の
営
業
譲
受
契
約
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
当
時
銀
行

大
阪
地
判
昭
和
四
四
年
三
月
一
八
日

昭
和
四
二
年
（
ワ
）
一
二
四
号
損
害
陪
償
請
求
事
件

判
例
時
報
五
六
二
号
七
一
頁
、
商
事
法
務
研
究
四
九
九
号
判
例
五
〇
一
、

週
刊
金
融
・
商
事
判
例
一
六
七
号
一
八
頁



取
引
停
止
処
分
を
受
け
て
い
た
A
会
社
の
暖
藁
は
無
価
値
に
等
し
い
も
の
で
あ

つ
た
か
ら
、
B
会
社
に
一
五
〇
万
円
の
損
害
を
蒙
ら
せ
た
と
し
、
右
損
害
は

脇
、
L
の
故
意
ま
た
は
過
失
に
基
因
す
る
と
主
張
し
て
、
㌔
に
対
し
て
は
、
B

会
社
の
業
務
執
行
一
切
の
委
任
を
受
け
た
者
と
し
て
委
任
契
約
上
の
債
務
不
履

行
の
責
任
と
、
無
価
値
に
等
し
い
暖
簾
を
買
取
ら
せ
た
不
法
行
為
責
任
と
を
選

択
的
に
追
求
し
、
L
に
対
し
て
は
、
商
法
二
六
六
条
一
項
五
号
に
よ
る
取
締
役

の
会
社
に
対
す
る
責
任
を
追
及
し
て
、
右
損
害
の
賠
償
を
請
求
し
た
の
が
本
件

で
あ
る
。

　
〔
判
旨
〕
　
請
求
棄
却
．

　
一
　
本
件
全
証
拠
か
ら
B
会
社
の
株
主
総
会
が
招
集
さ
れ
、
A
会
社
か
ら
の

営
業
譲
受
に
関
す
る
特
別
決
議
が
な
さ
れ
た
と
の
事
実
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
㌔
は
A
、
B
両
会
社
の
唯
一
の
出
資
者
で
あ
つ
て
、
B
会
社
の
狛
以

外
の
株
主
は
い
ず
れ
も
他
人
よ
り
名
義
の
み
を
借
用
し
た
に
す
ぎ
ず
、
B
会
社

の
経
営
に
は
狛
が
当
り
、
目
常
の
営
業
活
動
一
切
を
行
つ
て
い
た
こ
と
、
本
件

営
業
譲
受
も
L
の
決
定
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

以
上
の
認
定
を
動
か
す
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
．
「
そ
う
す
る
と
、
B
会
社
は

実
質
上
狛
の
い
わ
ゆ
る
一
人
会
社
で
あ
つ
て
、
本
件
営
業
譲
受
契
約
に
関
す
る

株
主
総
会
の
特
別
決
議
は
、
実
質
上
る
の
意
思
決
定
を
も
つ
て
こ
れ
に
代
置
し

得
る
も
の
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
．
そ
う
す
る
と
、
本
件
営
業
譲
受
契
約

は
有
効
で
あ
り
、
磧
・
」
が
株
主
総
会
決
議
を
経
ず
本
件
営
業
譲
受
契
約
を
為

し
た
こ
と
の
み
を
も
つ
て
狛
の
過
失
並
び
に
L
の
任
務
解
怠
の
根
拠
と
為
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
一

　
二
　
暖
簾
と
は
一
般
に
得
意
先
仕
入
先
の
関
係
、
営
業
上
の
経
験
秘
訣
、
経

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

営
の
組
織
等
財
産
的
価
値
あ
る
事
実
関
係
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
A
会

社
は
昭
和
三
八
年
八
月
銀
行
取
引
停
止
処
分
を
受
け
た
当
時
一
応
は
黒
字
経
営

で
あ
り
、
右
処
分
を
受
け
る
に
至
つ
た
理
由
は
、
A
会
社
が
融
通
手
形
を
交
換

し
合
つ
て
い
た
相
手
方
が
約
束
に
反
し
て
支
払
を
な
さ
ず
、
不
渡
の
危
険
が
生

じ
た
の
で
、
支
払
銀
行
に
保
証
金
を
預
託
し
、
異
議
申
立
提
供
金
を
提
供
さ
せ

て
い
た
が
、
一
時
の
資
金
に
窮
し
止
む
を
得
ず
右
保
証
金
の
返
還
を
受
け
て
不

渡
処
分
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
昭
和
三
八
年
八
月
当
時
A
会
社
の
得
意

先
は
一
〇
〇
な
い
し
一
五
〇
軒
で
、
右
得
意
先
の
取
引
額
は
多
い
と
こ
ろ
で
一

ケ
月
当
り
五
〇
な
い
し
六
〇
万
円
、
少
な
い
と
こ
ろ
で
一
万
円
前
後
で
あ
つ
た

こ
と
、
B
会
社
は
A
会
社
の
得
意
先
を
承
継
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
、
実
際
に
同
会
社
の
得
意
先
関
係
を
主
と
し
た
暖
簾
を
承
継
し
て
営
業
を

開
始
し
た
こ
と
、
右
承
継
時
に
お
け
る
A
会
社
の
暖
簾
の
価
額
は
、
計
理
士
の

評
価
に
よ
れ
ば
、
一
五
〇
万
円
相
当
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
こ
と
、
B
会
社
は
営

業
譲
受
よ
り
約
二
年
七
ヶ
月
後
の
昭
和
四
一
年
四
月
九
目
破
産
宣
告
を
受
け
る

に
至
つ
た
が
、
そ
の
原
因
は
高
金
利
負
担
等
放
漫
な
経
営
や
、
営
業
形
態
の
転

換
に
せ
ま
ら
れ
て
の
多
額
の
販
路
開
拓
費
の
支
出
に
よ
る
利
益
の
減
少
に
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
右
認
定
を
覆
す
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

　
「
そ
う
す
る
と
、
B
会
社
の
譲
受
け
た
暖
簾
は
得
意
先
と
の
関
係
を
見
て
も

全
く
の
無
価
値
で
は
な
く
あ
る
程
度
の
取
引
価
値
を
有
し
て
い
た
も
の
と
言
わ

ね
ば
な
ら
ず
、
A
会
仕
が
単
に
銀
行
取
引
停
止
処
分
を
受
け
た
と
の
一
事
を
も

つ
て
右
会
社
の
暖
簾
を
全
く
の
無
価
値
と
考
え
る
こ
と
は
で
ぎ
ず
、
し
か
も
X

に
お
い
て
客
観
的
に
相
当
な
る
べ
き
具
体
的
評
価
額
に
つ
き
他
に
何
等
の
立
証

も
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
七
　
　
（
一
九
二
一
）



　
　
　
判
　
例
研
　
究

　
以
上
垢
、
脇
が
A
会
社
の
暖
簾
を
一
五
〇
万
円
と
評
価
計
上
し
た
こ
と
は
全

く
理
由
が
無
い
訳
で
は
な
く
、
本
件
営
業
譲
受
契
約
が
無
効
で
は
な
い
こ
と
と

も
考
え
合
わ
せ
る
と
、
右
暖
簾
代
金
の
計
上
支
出
を
以
て
直
ち
に
積
の
過
失
あ

る
い
は
L
の
任
務
癬
怠
の
根
拠
と
為
す
こ
と
は
で
き
ず
、
他
に
脇
の
故
意
ま
た

は
過
失
行
為
、
委
任
契
約
上
の
義
務
不
履
行
の
事
実
、
ぬ
の
任
務
解
怠
の
事
実

を
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
と
し
て
，
本
訴
請
求
は
理
由
が
な
く
失
当
で

あ
り
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
と
判
示
し
た
。

　
〔
評
釈
〕
　
判
旨
に
賛
成
。

　
一
　
本
判
決
は
、
B
会
社
は
払
を
実
質
上
唯
一
の
株
主
と
す
る
い
わ
ゆ
る
一

人
会
社
で
あ
る
と
し
、
一
人
会
社
の
存
立
を
承
認
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

論
を
進
め
て
い
る
。
一
人
会
社
と
は
一
人
の
社
員
に
よ
り
組
織
さ
れ
て
い
る
会

社
で
あ
る
が
、
広
い
意
味
で
は
、
形
式
的
に
も
実
質
的
に
も
社
員
が
一
名
で
あ

る
典
型
的
な
一
人
会
社
、
形
式
的
に
は
数
人
の
社
員
が
存
在
す
る
が
、
実
質
的

に
は
社
員
一
人
で
あ
る
と
評
価
し
う
る
実
質
上
の
一
人
会
社
お
よ
び
社
員
が
一

人
と
な
つ
た
た
め
解
散
し
た
清
算
中
の
一
人
会
社
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
　
（
津
田

』
人
会
社
に
つ
い
て
」
法
学
研
究
二
〇
巻
二
号
三
頁
以
下
、
米
津
コ
人
会
社
に
つ
い

て
」
法
学
研
究
四
四
巻
三
・
三
九
三
頁
）
。
合
名
会
社
、
合
資
会
社
お
よ
び
有
限
会
社

に
つ
い
て
は
、
「
社
員
が
一
人
と
な
り
た
る
こ
と
」
は
会
社
の
法
定
解
散
原
因
で

あ
る
か
ら
、
一
人
会
社
は
清
算
中
の
会
社
に
の
み
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
反
し
て
、
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、
商
法
は
昭
和
二
二
年
改
正
前
に
は

「
株
主
が
七
人
未
満
に
減
じ
た
る
こ
と
」
を
解
散
原
因
と
し
て
い
た
が
、
無
記

名
株
式
を
発
行
し
た
場
合
や
記
名
株
式
が
白
地
裏
書
も
し
く
は
白
紙
委
任
状
付

で
流
通
し
た
場
合
に
は
、
何
人
も
知
ら
な
い
間
に
会
社
が
解
散
し
て
い
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
　
　
（
一
九
二
二
）

な
不
当
な
結
果
が
生
ず
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
（
松
本
「
商
法
改
正
要
綱
解
説
」
私

法
論
文
集
続
編
一
六
四
頁
）
、
昭
和
二
二
年
の
改
正
に
お
い
て
こ
れ
を
削
除
し
た
。

そ
の
際
、
合
名
会
社
の
解
散
原
因
を
規
定
す
る
九
四
条
の
四
号
を
準
用
し
、
一

人
会
社
た
る
こ
と
を
株
式
会
社
の
解
散
原
因
に
追
加
し
な
か
つ
た
の
で
、
解
散

前
に
お
い
て
も
、
一
人
会
社
、
特
に
典
型
的
な
一
人
会
社
が
認
め
ら
れ
る
か
が

問
題
と
な
る
。
典
型
的
な
一
人
会
社
の
存
立
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ぽ
、
実
質
上

の
一
人
会
社
の
存
立
は
当
然
に
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
．
会
社
は

社
団
法
人
で
あ
る
か
ら
（
五
二
条
、
五
四
条
一
項
）
、
社
員
が
三
人
と
な
る
こ
と

は
会
社
の
実
体
を
欠
く
こ
と
に
な
る
と
し
て
こ
れ
を
認
め
な
い
説
も
あ
る
が

（
田
中
誠
・
会
社
法
詳
論
下
八
六
三
頁
以
下
）
、
通
説
は
こ
れ
を
承
認
し
て
い
る
（
そ

の
根
拠
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
石
井
編
・
註
解
株
式
会
社
法
－
六
五
頁
、
谷
川
・
注

釈
会
社
法
ω
一
＝
○
頁
、
米
津
前
掲
一
九
六
頁
以
下
）
。
会
社
は
社
団
で
あ
る
と
す

る
以
上
、
理
論
的
に
一
人
会
社
を
承
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
（
服
部
「
社

員
権
論
」
私
法
二
〇
号
二
七
頁
）
、
一
人
会
社
を
禁
止
す
る
旨
の
規
定
が
な
く
、
ま

た
そ
の
禁
止
の
実
効
性
を
担
保
す
る
規
定
が
な
い
以
上
、
株
主
が
一
人
と
な
つ

た
こ
と
を
解
散
原
因
と
解
し
て
み
て
も
．
そ
の
実
効
性
を
保
証
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
一
人
会
社
は
理
論
上
の
問
題
で
は
な
く
、
一
人
会
社

が
多
数
存
在
す
る
と
い
う
現
実
を
直
視
し
て
、
商
法
は
一
人
会
社
を
政
策
的
見

地
か
ら
そ
の
存
立
を
認
め
た
も
の
と
解
し
、
現
に
事
実
上
存
在
し
、
ま
た
将
来

も
続
出
す
る
で
あ
ろ
う
一
人
会
社
を
法
律
上
如
何
に
取
扱
う
べ
き
か
に
力
点
を

置
く
べ
ぎ
も
の
と
思
わ
れ
る
（
津
田
前
掲
口
二
二
巻
一
号
一
三
頁
以
下
、
米
津
前
掲

一
九
八
頁
以
下
〉
。
判
例
に
お
い
て
も
、
最
高
裁
昭
和
四
四
年
二
月
一
七
目
第

一
小
法
廷
判
決
が
判
決
理
由
中
「
お
よ
そ
社
団
法
人
に
お
い
て
法
人
と
そ
の
構



成
員
た
る
崔
員
と
が
法
律
上
別
個
の
へ
格
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
た
く
、

こ
の
こ
と
は
社
員
が
一
人
で
あ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
こ
と

（
民
集
二
二
巻
二
号
五
一
一
頁
）
、
ま
た
本
判
決
以
後
で
あ
る
が
、
最
高
裁
昭
和
四

六
年
二
月
二
四
日
第
一
小
法
廷
判
決
が
典
型
的
な
一
人
会
社
に
つ
い
て
、
「
い

わ
ゆ
る
一
人
会
社
に
お
い
て
は
、
そ
の
一
人
の
株
主
が
出
席
す
れ
ば
、
そ
れ
で

株
主
総
会
は
成
立
す
る
」
と
判
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
（
民
集
二
五
巻
四
号
五
九

六
頁
）
、
一
人
会
社
の
存
立
を
承
認
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
．

　
二
　
一
人
会
社
の
例
外
性
は
社
団
た
る
実
体
を
欠
く
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
社

団
性
を
前
提
と
す
る
株
主
総
会
に
関
す
る
諸
規
定
の
適
用
、
解
釈
に
当
つ
て
は

特
別
の
考
慮
を
必
要
と
す
る
。
本
件
で
は
、
実
質
上
の
一
人
会
社
の
総
会
決
議

は
、
実
質
上
の
一
人
株
主
の
意
思
決
定
を
も
つ
て
代
置
し
う
る
か
否
か
が
問
題

の
第
一
点
で
あ
る
が
、
ま
ず
典
型
的
な
一
人
会
社
に
お
い
て
同
様
の
問
題
に
つ

ぎ
検
討
を
加
え
た
い
。
総
合
招
集
の
決
定
権
限
が
取
締
役
会
に
属
す
る
こ
と
か

ら
、
取
締
役
会
の
招
集
決
議
の
な
い
場
合
で
も
、
一
人
株
主
が
出
席
す
れ
ば
直

ち
に
総
会
が
成
立
し
う
る
と
す
る
こ
と
に
は
異
論
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
典
型
的
な
一
人
会
社
に
お
い
て
は
、
招
集
手
続
の
不
備
が
他
の
特
定

株
主
に
不
利
益
を
及
ぽ
す
よ
う
な
事
態
は
生
じ
な
い
の
で
あ
り
、
総
会
招
集
手

続
に
関
す
る
諸
規
定
は
全
株
主
に
出
席
と
準
備
の
機
会
を
与
え
よ
う
と
す
る
、

も
つ
ば
ら
株
主
の
保
護
を
目
的
と
す
る
趣
旨
に
出
た
も
の
で
あ
る
か
ら
（
竹
田

「
株
主
総
会
の
招
集
」
商
法
の
理
論
と
解
釈
九
二
頁
、
大
隅
「
会
社
の
機
関
と
し
て
の
社

員
」
会
仕
法
の
諸
問
題
（
増
補
版
）
二
五
三
頁
、
鈴
木
・
会
社
法
二
二
頁
．
石
井
「
株
主

総
会
決
議
の
暇
疵
」
株
式
会
社
法
講
座
三
巻
九
四
三
頁
、
田
中
誠
前
掲
上
四
二
二
頁
）
、

一
人
株
主
が
》
、
の
利
益
を
放
棄
し
．
現
に
出
席
し
て
い
る
場
合
に
は
、
総
会
は

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

有
効
に
成
立
す
る
も
の
と
解
し
た
い
（
結
論
同
旨
・
前
掲
最
判
昭
和
四
六
．
二
．
二

四
）
。
そ
し
て
、
一
人
株
主
に
よ
る
総
会
成
立
を
認
め
る
以
上
、
一
人
株
主
の
意

思
決
定
を
も
つ
て
総
会
決
議
が
あ
つ
た
も
の
と
認
め
う
る
か
ら
（
菅
原
二
人
会

社
に
つ
い
て
」
商
事
法
務
六
〇
〇
号
八
頁
、
反
対
・
吉
永
・
本
件
評
釈
・
金
融
・
商
事
判

例
二
〇
一
号
四
頁
）
、
典
型
的
な
一
人
会
社
に
お
い
て
は
、
総
会
決
議
事
項
に
っ

い
て
の
一
人
株
主
の
、
随
時
の
意
思
決
定
が
総
会
決
議
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
．
従
つ
て
、
一
人
株
主
が
代
表
取
締
役
を
兼
ね
る
様
な
典
型
的
な
一
人
会

社
が
取
締
役
任
用
契
約
も
し
く
は
営
業
譲
渡
契
約
を
締
結
す
る
場
合
に
は
、
一

人
株
主
た
る
代
表
取
締
役
の
相
手
方
に
対
す
る
当
該
契
約
締
結
の
意
思
表
示
を

も
つ
て
、
商
法
所
定
の
総
会
決
議
が
あ
つ
た
も
の
と
み
な
し
う
る
と
解
し
て
差

支
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ぽ
、
一
人
株
主
た
る
代
表
取
締

役
は
自
己
の
意
思
決
定
に
基
づ
き
当
該
契
約
を
締
結
し
な
が
ら
、
総
会
決
議
の

不
存
在
も
し
く
は
取
消
を
主
張
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
結
果
が
不
当
な
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
本
件
B
会
社
は
記
名
株
式
を
発
行
し
て
お
り
、
名
義
上
の
株
主

が
存
在
す
る
実
質
上
の
一
人
会
社
で
あ
る
か
ら
、
右
の
典
型
的
な
一
人
会
社
に

つ
い
て
の
結
論
が
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
か
否
か
は
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
実
質
上
の
一
人
会
社
に
は
、
実
質
上
の
一
人
株
主
が
意
図
的
に
他
人
名
義

を
借
用
し
て
い
る
場
合
と
、
全
株
式
を
譲
受
け
な
が
ら
、
名
義
書
換
未
了
の
ま

ま
放
置
し
て
い
る
場
合
が
想
定
さ
れ
る
．
本
件
認
定
事
実
は
脇
以
外
の
株
主
は

す
べ
て
他
人
よ
り
名
義
の
み
を
借
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
か
ら
、
前
者
の

場
合
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
が
、
か
な
ら
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
い
．

前
老
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
B
会
社
の
名
義
株
主
は
、
単
に
磧
に
名
義
を
貸
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
　
　
（
一
九
二
三
）



　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

し
た
の
み
で
、
株
式
の
引
受
払
込
も
し
く
は
譲
受
の
い
ず
れ
の
行
為
も
行
つ
た

こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
B
会
社
の
株
主
と
な
る
は
ず
は
な
く
、
ま
た
B

会
社
は
そ
れ
を
知
つ
て
お
り
、
容
易
に
立
証
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
B

会
社
は
狛
の
み
を
株
主
と
し
て
取
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
（
大

隅
「
株
式
の
譲
渡
」
株
式
会
社
法
講
座
二
巻
六
七
四
頁
、
石
井
・
会
社
法
上
二
〇
四
頁
、

松
田
・
株
式
会
社
法
の
理
論
二
五
三
頁
）
。
も
つ
と
も
、
設
立
の
段
階
に
お
い
て
．

B
会
社
の
全
株
式
が
脇
の
み
に
よ
り
引
受
け
ら
れ
た
と
す
る
こ
と
は
、
設
立
の

効
力
を
め
ぐ
つ
て
議
論
の
分
れ
る
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
る
。
発
起
人
の
株
式
引
受

は
法
定
義
務
で
あ
つ
て
、
発
起
人
の
資
格
に
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
で
は
な
く
（
石

井
編
前
掲
三
〇
〇
頁
）
、
ま
た
設
立
以
後
の
会
社
に
お
い
て
一
人
会
社
を
承
認
し

な
が
ら
、
設
立
時
の
一
人
会
社
を
承
認
し
な
い
こ
と
に
実
質
時
な
根
拠
は
認
め

ら
れ
な
い
と
考
え
れ
ば
、
B
会
社
の
設
立
は
有
効
な
も
の
と
解
さ
れ
る
。
た
と

え
B
会
社
に
設
立
無
効
原
因
が
あ
る
と
し
て
も
、
設
立
の
無
効
は
訴
に
よ
つ
て

の
み
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
．
B
会
社
の
設
立
を
一
応
有
効
な
も
の
と
し

て
論
を
進
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
発
起
人
の
株
式
引
受
を

資
格
要
件
と
解
す
る
立
場
か
ら
い
え
ば
、
B
会
社
の
名
義
株
主
も
株
主
た
る
こ

と
に
変
り
は
な
く
、
従
つ
て
、
脇
が
実
質
上
の
一
人
株
主
で
あ
る
こ
と
の
説
明

が
困
難
で
あ
る
．
そ
の
場
合
で
も
、
名
義
株
主
と
狛
と
の
間
に
株
式
譲
渡
の

擬
制
ま
で
も
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
狛
は
名
義
株
主
の
株
式
に
つ
い
て
は
、

名
義
書
換
未
了
の
株
主
の
地
位
に
立
つ
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
と
り
あ
げ
る

後
者
の
場
合
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
つ
て
、
B
会
社
の
株
主
名
簿
上
の

昭
以
外
の
名
義
は
無
権
利
者
た
る
名
義
貸
与
者
を
意
味
せ
ず
、
Y
を
意
味
す
る

と
解
さ
れ
る
か
ら
、
B
会
社
に
は
形
式
的
に
も
実
質
的
に
も
狛
の
み
が
株
主
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
　
　
（
｝
九
二
四
）

あ
つ
て
、
典
型
的
な
一
人
会
社
と
同
様
の
結
論
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
　
後
者
の
場
合
、
す
な
わ
ち
全
株
式
を
譲
受
け
な
が
ら
書
換
未
了
の
ま
ま
放
置

し
て
あ
る
場
合
で
あ
る
な
ら
ば
、
L
が
実
質
上
の
一
人
株
主
と
な
る
以
前
に
他

に
も
株
主
が
存
在
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
名
義
書
換
未
了
株
主
の
地
位
に
関

連
し
、
議
論
の
分
れ
る
と
こ
ろ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
通
説
判
例
は
、
記
名

株
式
の
所
得
者
が
ま
だ
名
義
書
換
を
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
つ
て
も
、
会
社
は

自
己
の
危
険
に
お
い
て
そ
の
者
を
株
主
と
認
め
、
そ
の
権
利
行
使
を
認
容
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
が
（
松
本
・
日
本
会
社
法
論
二
一
二
頁
、
石
井
前
掲
上

二
〇
四
頁
、
服
部
・
訂
正
会
社
法
提
要
一
七
三
頁
、
竹
内
・
商
事
判
例
研
究
昭
和
二
五
年

度
一
八
七
頁
、
最
判
昭
和
三
〇
・
一
〇
・
二
〇
民
集
九
巻
二
号
一
六
五
七
頁
）
．
記
名

株
式
の
取
得
老
が
未
だ
名
義
書
換
を
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
会
社
は
そ
の
者

を
株
主
と
認
め
、
そ
の
権
利
行
使
を
認
容
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
説
も

有
力
に
主
張
さ
れ
て
い
る
（
大
隅
前
掲
講
座
六
七
二
頁
、
鈴
木
「
株
券
の
譲
渡
を
め
ぐ

る
諸
問
題
」
商
法
研
究
n
三
四
〇
頁
、
松
田
・
株
式
会
社
法
の
理
論
二
五
四
頁
、
田
中
誠
前

掲
上
二
六
〇
頁
、
龍
田
「
名
義
書
換
未
了
株
主
の
株
主
と
し
て
取
扱
」
会
祉
判
例
百
選
六

六
頁
）
．
名
義
書
換
未
了
株
主
を
会
社
は
株
主
と
し
て
認
容
し
て
は
な
ら
な
い
と

す
る
説
の
実
質
的
な
根
拠
は
、
従
来
の
通
説
に
よ
る
と
き
は
、
会
社
は
名
義
書

換
未
了
株
主
に
権
利
行
使
を
認
容
す
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
も
で

き
、
そ
の
上
株
主
名
簿
上
の
株
主
に
は
無
権
利
老
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
ま

た
実
質
的
株
主
に
は
名
義
書
換
の
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
双
方
の
権
利
行
使
を

拒
否
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
結
果
は
不
当
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
会
社
の
恣

意
を
認
め
る
な
ら
ば
、
会
社
理
事
者
が
そ
の
自
由
を
自
己
の
た
め
濫
用
す
る
お



そ
れ
が
多
い
こ
と
で
あ
る
（
大
隅
前
掲
講
座
六
六
九
頁
、
鈴
木
前
掲
研
究
三
四
〇
頁
、

松
田
前
掲
二
五
九
頁
、
田
中
誠
前
掲
上
三
二
七
頁
、
龍
田
前
掲
六
七
頁
）
。
確
か
に
、
名

義
書
換
未
了
株
主
の
取
扱
い
を
会
社
の
恣
意
に
委
ね
う
る
と
す
る
こ
と
に
は
問

題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
従
来
の
通
説
に
お
い
て
も
、
名
義
書
換
未
了
株
主

を
株
主
と
し
て
取
扱
う
こ
と
に
会
社
の
免
責
力
ま
で
も
認
め
る
わ
け
で
は
な
く

（
石
井
前
掲
上
二
〇
五
頁
）
、
株
主
名
簿
上
の
株
主
、
実
質
上
の
株
主
の
い
ず
れ
の

株
主
に
対
し
て
も
そ
の
権
利
行
使
を
否
認
す
る
こ
と
は
、
会
社
は
商
法
二
〇
六

条
一
項
の
会
社
に
対
す
る
免
責
的
効
力
を
み
ず
か
ら
否
定
し
、
実
質
上
の
株
主

に
対
し
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
と
共
に
、
決
議
に
関
し
て
は
取
消
の
訴
の
原
因

と
も
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
会
社
は
や
は
り
い
ず
れ
か
の
株
主
を
株
主
と
し
て

取
扱
う
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
株
式
譲
受
人
の
要
求
が
な
い

場
合
に
も
、
会
社
は
自
由
に
名
義
を
書
換
え
も
し
く
は
株
主
と
し
て
取
扱
え
う

る
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
（
竹
内
前
掲
一
八
七
頁
）
、
会
社
の
完
全
な
恣
意
を

承
認
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
株
式
会
社
法
が
典
型
的
な
株
式
会
社
を

そ
の
対
象
と
し
て
規
定
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
小
規
模
の
株

式
会
社
が
多
数
存
在
し
．
ま
た
閉
鎖
的
株
式
会
社
を
積
極
的
に
認
め
（
商
法
二

〇
四
条
の
二
）
、
一
人
会
社
を
も
承
認
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
株
式
会
社
に
お
い
て
、
株
主
名
簿
制
度
が
典
型
的
な
株
式
会
社
に
比

べ
如
何
ほ
ど
の
意
義
を
有
す
る
か
を
考
え
る
と
き
、
実
質
上
の
株
主
を
株
主
と

し
て
取
扱
え
る
余
地
を
残
す
こ
と
の
方
が
よ
り
優
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
B
会
社
が
払
の
み
を
株
主
と
し
て
取
扱
う
こ
と
が
ゆ
る
さ
れ
る
な
ら
ば
、

B
会
社
に
は
一
人
の
株
主
し
か
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
典
型
的

な
一
人
会
社
に
お
け
る
と
同
様
の
結
論
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
最

　
　
　
判
　
例
研
究

判
昭
和
四
七
・
三
・
九
判
例
時
報
六
六
三
号
八
八
頁
は
実
質
上
の
一
人
株
主
が
代
表
取
締

役
に
就
任
し
て
代
表
権
を
行
使
し
う
る
た
め
に
は
、
総
会
お
よ
び
取
締
役
会
の
議
を
経
る

こ
と
を
要
す
る
と
す
る
が
、
い
か
な
る
形
式
が
あ
れ
ば
総
会
と
評
価
す
る
の
か
明
ら
か
で

は
な
い
）
。

　
実
質
上
の
一
人
会
社
に
お
い
て
も
、
実
質
上
の
一
人
株
主
の
意
思
決
定
を
も

つ
て
総
会
決
議
と
み
な
し
う
る
と
す
れ
ば
、
狛
は
L
よ
り
対
内
的
対
外
的
な
一

切
の
業
務
執
行
に
関
す
る
委
任
を
受
け
て
．
本
件
営
業
譲
受
も
昭
の
決
定
に
基

づ
き
行
わ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
本
判
決
が
、
「
本
件
営
業
譲
受
契
約

に
関
す
る
株
主
総
会
の
特
別
決
議
は
実
質
上
」
一
人
の
意
思
決
定
を
も
つ
て
、

こ
れ
に
代
置
し
得
る
」
と
し
た
こ
と
は
妥
当
な
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
三
　
暖
簾
は
法
律
上
は
物
で
も
権
利
ま
た
は
法
律
関
係
で
も
な
い
が
経
済
上

は
重
要
な
価
値
を
有
す
る
事
実
上
の
関
係
な
い
し
事
実
上
の
財
産
で
あ
つ
て
．

一
種
の
無
形
固
定
資
産
で
あ
る
と
こ
ろ
（
蓮
井
．
注
釈
会
社
法
㈲
コ
ニ
八
頁
）
、
本

件
の
如
く
得
意
先
関
係
が
暖
簾
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
。

し
か
も
、
A
会
社
が
単
に
銀
行
取
引
停
止
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
み
か
ら
、
暖

簾
が
無
価
値
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

　
以
上
、
判
旨
の
立
場
は
い
ず
れ
も
妥
当
で
あ
り
、
A
会
社
の
暖
簾
評
価
額
は

払
が
計
理
士
に
評
価
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
に
反
し
、
X
は
客
観
的
に
相
当
な
る

べ
き
具
体
的
評
価
額
に
つ
き
何
等
立
証
せ
ず
、
加
え
て
B
会
社
の
破
産
の
原
因

は
他
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
本
判
決
が
「
右
暖
簾
代
金
の
計

上
支
出
を
以
て
直
ち
に
狛
の
過
失
あ
る
い
は
脇
の
任
務
解
怠
の
根
拠
と
な
す
こ

と
は
で
き
な
い
」
と
し
た
こ
と
は
正
当
で
あ
る
。

　
も
つ
と
も
、
本
件
は
、
A
、
B
両
会
社
の
法
人
格
を
承
認
す
る
こ
と
を
前
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
二
　
　
（
一
九
二
五
）
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究

と
し
て
判
断
を
下
し
て
い
る
が、

法
人
格
否
認
の
法
理
を
考
慮
す
る
余
地
は
な

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か。

も
し、

そ
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
す
れ
ば、

X
は
債

権
者
の
代
理
人
と
し
て、

A、

B
両
会
社
の
法
人
格
を
否
認
し、

直
接
vu
に
債

一

一

一

一

一

一

二

九
二
六）

務
不
履
行
の
責
任
を
追
及
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（
吉
永
前
掲
四

頁）。

（
安

井

威

興）


